






3 センターからのお知らせ

( 1 )平成22年度課題評価について

千葉県では、外部識者による試験研究機関の評価を行っており、機関全体の運用を含めた評価を行う機関評価、試験研

究課題について評価を行う課題評価の2種類があります。これらの評価結果および対応方針は、 千葉県HP、センターH

Pに掲載しております。平成22年度は下記の4課題について課題評価が'吏施されました。

①事前評価「廃棄物最終処分場における有機フッ素化合物の実態調査J(新規事業として開始が認められました。)

@中間評価「常時監視用自動計測システムの制度管理についての研究J(事業の継続が認められました。)

③中間評価「千葉市幕張地先の沖積層の深度分布に関する研究J(事業の継続が認められました。)

④事後評価 「水田による硝酸性窒素浄化調査J(計画以上の成果が得られたと評価していただきました。)

(2 )アサガオで見る光化学スモッグ観察

植物は大気汚染により、様々な被害を受けています。特に光化学スモッグは多く の植物の葉に、

目に見える被害を与えます。アサガオは光化学スモッグの被害が出やすい植物です。アサガオを

台ーて、葉を観察する ことで、 ご家庭で、大気汚染の観察ができます。環境研究センタ「では、こ

のアサガオの中でも被害の出やすいスカーレッ トオハラの種子を被害写真や観察方法とともにご

希望の)jに差し上げております。種子・調査方法のセットをご希望の方は、 下記の学習施設まで

お申し込み下さい。(先着順、100名までとさせていただきます。)

右の写真は、光化学スモッグにより、葉に白い斑点が現れた様子です。

(3)センタ一見学、環境学習施設、講師派遣の利用について

環境研究センターでは、皆様の要望に応じて、センターの施設見学、学習会等の開催、学校・地域での環境学習への講

師派遣を行っております。また、環境問題に関心のある団体の方々の企画展示や小会議室の利用についても行っておりま

す。見学等のお申し込みは下記学習施設(電話0436-24-5309)へお願いします。なお、全てのご要望に応えられない

場合もあることをあらかじめご承知おき下さい。

講師派遣等を行っている講座(主なタイトル) 内容についてはお問い合わせ Fさい。

地球温暖化について |大気汚染について |水質汚濁について |ゴミ問題について

地下水汚染について |地震、液状化問題について|騒育問題について |化学物質について

編集後記

今回は、ダイオキシン穎について、最近の情報を紹介いたしました。大気中の濃度はかなり低下し、対策が進んだ

ことを示しています。環境研究七ンターでは、ダイオキシンを含め、 17号でご紹介した有機フッ素化合物など、様々

な化学物質について調査を行っており、環境監視を行っています。今後もその成果をセンターニュースなどで、県民

の方々にお知らせして行きたいと考えています。また、環境に関するご質問、センター宛のご意見、ご要望について

は下記のメールアドレス、電話、 FAXでお受けしております。(電子メールについては、送信途中において悪意の

ある第三者による盗聴等の可能性も指摘されていますのでご留意ください。)

市原地区

市原市岩崎酋1-8-8

大気・騒音関係:

0436-21-6:371 
廃棄物・化学物質関係，

0436→2?r7777 
.，人l房線五井駅より徒歩30分
.パス

五井駅西口3番乗場:姉ヶ崎

西口行き

吹上通り角下UT
徒歩約10分
パスの本数が少ないのでご

注立下さい。
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住所 :290-0046市原市岩崎西 1-8-8

E-mail: kankyoken@pref.chiba.lgjp 

URし:http://www.wit.pref.chiba.lgjp 




